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稼働 6 年目－節目の年の定期点検 

 平成 22 年度、業務室は新人二人が加わり、フレッシュな６人体制でがんばっています。さて、Ｅ

－ディフェンスでは通例４月から２ヶ月をかけて消防法上、高圧ガス保安法上、労働安全衛生法上お

よび電気事業法上必要な定期点検を行っています（詳細は本誌 Vol.2, No.1 をご覧下さい）。今年は、

稼働６年目を迎えたこともあり、３ヶ月半かけて詳細な点検を行いました。 

点検の目玉は、Ｅ－ディフェンスの加振能力の神髄である、加振機と三次元継手の状況の詳細な調査

です。Ｅ－ディフェンスは 1200t もの重さの試験体を破壊するだけのパワーを持った施設です。これ

を実現するために加振機や三次元継手に加わる力も莫大なものです。このような条件で問題なく稼働

するよう設計したわけですが、本当に設計通り機能しているのか、

確かめることとしました。 

全部で 24 組ある加振機と三次元継手の組み合わせのうち、３組を

詳細に調べました。三次元継手は震動台から取り外し、工場に持ち

帰って内部を分解して調査しました。その結果、設計で意図したと

おり機能していることが確認できましたが、球面軸受表面を保護す

るテフロンコーティングがずいぶん摩耗していることがわかりま

した。特に垂直方向の継手ではあと数年でコーティングがはげてし

まう可能性があることが分かりました。一方、加振機については稼

働前とほぼ同等の状態にあることが分かりました。コーティングが

はげて軸受の金属が露出すると、金属同士が接触することで固着し、

震動台の制御性能に影響を及ぼすほか、加振機を壊すなど大きな損

傷を招く可能性があります。業務室では、本年度の点検結果を踏ま

えて、安全性と信頼性を第一とした維持管理を進めていきたいと考

えています。 

 

最後に、こぼれ話を。５月 23 日に皇太子殿下がご

視察にいらっしゃいました。点検中という普段とは

異なる現場を見ていただきました。そのような状況

で安全にご視察いただけるよう、業務室の活躍をご

想像ください。三次元継手の分解。いかにも順調に

いったかのようですが、冷汗の連続でした。震動台

の脇から継手を取り出すパズルのような裏技。三次

元継手から球面軸受けが取り外せない大ピンチ。そ

れでもスケジュールは守る底力です。 

  （文責：業務室 甲斐 芳郎） 

 

平成 22 年度 橋梁耐震実験研究成果発表会 開催される 

 平成 19 年度より、橋梁耐震実験を実施してきました。平成 19 年度には、1970 年代に建設された

橋脚（写真-1）、平成 20 年度には同じく 1970 年代に建設された橋脚（写真-2）と現行設計法による

橋脚（写真-3）を対象に行いました。引き続き平成 21 年度では、将来を見据えて想定以上の巨大地

継手吊りあげ 



震が発生しても、少なくとも人命が失われず、かつ車両交通に障害が発生しないようなダメージフリ

ー橋脚の実現に向けた実験を実施しました（写真-4 E-Defense Today Vol.6，No.1 参照 ）。 

   

  

  

 

 

 

 

 
そこで、今までの橋梁耐震 実験結果の総括として、７月８日に「H22 年度橋梁 

 

そこで、今までの橋梁耐震実験結果の総括として７月８日に「H22 年度耐震実験研究成果発表会

～E-ディフェンスを用いた大型実験から何がわかったか～」が WTC コンファレンスセンター ３F Ａ

会議室（東京都港区浜松町）で開催されました。 

参加申し込みは当初予定していた人数よりはるかに多く、補助椅子を入れても対応できず、多くの

方にご遠慮してもらう程で、北は北海道、南は九州まで計 133 名の方々に参加して頂きました。 

（内訳は、発表者 13 名、文科省１名、分科会・実行部会委員９名、防災科研関係者４名、一般 100

名、プレス５社６名）。                     （文責：研究チーム 中山 学） 

 

発表会会場の様子 

新人紹介 

本年５月よりお世話になっております、田原健一です。 

首都大学東京大学院の博士課程を卒業以来、建設会社の技術

研究所に就職し、その後出向という形でＥ－ディフェンスに着

任いたしました。大学では 制振構造の研究を行い、就職後は

超高層建物の振動解析や制振構造用のダンパーの開発などに

携わりました。生粋の関東人であり、慣れない関西の地に当初

は戸 惑いもありましたが、数ヶ月がたち、Ｅ－ディフェンス

の暖かい皆様のおかげで徐々に慣れて参りました。 

今後の業務に携わっていくにあたり、Ｅ－ディフェンスの一員として、民間の研究所では決して経

験することのできない大きな研究に携わることができることを真に光栄に思うとともに、その研究成

果がもたらす影響力や責任の大きさに武者震いする思いであります。限られた出向期間ではあります

が、Ｅ－ ディフェンスの一員として精進するとともに、耐震工学と地震防災技術の発展のために寄

与する研究成果を残すことができればと思っております。  （文責：研究チーム 田原 健一） 

写真-1 1970 年代建設 写真-3 現行設計法写真-2 1970 年代建設 写真-4 ダメージフリー橋脚 


